
道

教

と

ま

じ

な

ひ

1

東

ア
ジ
ア

・
日
本
に
お
け
る
交
流

水

野

正

好

一
九
八
九
年

一
一
月
二
五

・
二
六
日
、

奈
良
大
学

・
働
元
興
寺
文
化
財
研
究
所

共
催
の
国
際
文
化
交
流
シ
ソ
ポ
ジ
ゥ
ム
が
奈
良
大
学
で
開
催
さ
れ
た
。

シ
ソ
ポ
ジ
ゥ

ム
テ
ー

マ
は

「
東

ア
ジ
ア
に
お
げ
る
民
俗
と
文
化

の
交
流
」
、
本
論
は
こ
の
シ
ソ

ポ
ジ
ゥ
ム
で
の
発
表
内
容
で
あ
る
。

二
日
間

に
わ
た
る
国
際
文
化
交
流

シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
に
、
早
朝
よ
り
沢
山
の
方
々

の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
感
謝

い
た
し
て
居
り
ま
す
。

「東

ア
ジ

ア
に
お
け
る
民
俗

と
文
化
の
交
流
」

い
う
今
回
の
テ
ー
マ
に
合
せ
ま
し
て
、
本
日
は

「
道
教
と
ま
じ

な
ひ
」
と
題
し
ま
し
て
常
日
頃
考
え
て
居
り
ま
す
具
体
的
な
こ
の
面
で
の
国
際
交

流

の
実
態
を
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。
ご
静
聴
賜
わ
り
ま
す

と
幸
い
で
す
。

、
蔵
胞
衣
慣
行
に
見
る
交
流

昭
和
五

一
年
、
平
城
京
右
京
三
条
二
坊
六
坪
に
奈
良
市
が
京
西
中
学
校
の
建
設

を
計
画
、
そ
の
事
前

の
発
掘
調
査
を
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
が
担
当
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
調
査
の
結
果
、
広

い
宅
地
に
主
殿
や
脇
殿
な
ど
を
整
然
と
配
置
い
た
し

ま
し
た
貴
族
の
邸
宅
が
姿
を
現
し
ま
し
た
。
多
く
の
調
査
成
果
の
中

で
注
目
さ
れ

た

一
つ
の
遺
構
が
あ
り
ま
す
。
東
西
軸

の
脇
殿
の
南
側
柱
列
の

一
柱

の
根
元
に
、

特
別
な
黄
色
粘
土

で
丁
寧
に
埋
め
戻
さ
れ
た
径
四
〇

セ
ン
チ
程
の
穴
を
発
見
し
た

の
で
す
が
、
実
は
こ
の
穴
の
底
に
蓋
さ
れ
た
見
事
な
薬
壺
形
の
壺
が
据
え
ら
れ
て

い
る
事
実
が
知
ら
れ
た
の
で
す
。

粘
土
を
除
き
丁
重
に
蓋
を
開
き
ま
す
と
、
壼
中
に
は
水
が
た
た
え
ら
れ
、
こ
の

湛
水
の
影
響
で
数
多
く
の
品
が
壺
中
に
の
こ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。

壼
の
底

に
は
銭
文
を
表
に
し
ま
し
た
和
銅
開
珍
銭
五
枚
、
そ
の
上
に
黒
い
船
形
を

し
た
墨
挺
、

一
節
を
の
こ
し
た
竹
-
筆
管
、
刀
身
は
腐
蝕
し
て
の
こ
さ
れ
て
は
い

な
い
の
で
す
が
小
刀
の
柄
頭
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
犀
角
、
加
え
て
紅
い
絹

の

裂
が
見
ら
れ
た
ほ
か
、
底

に
は
オ
リ
か
と
想
像
さ
れ
る
沈
澱
物
が
認
め
ら
れ
た
の

で
す
。
斑
鳩
の
法
隆
寺
脇

の
藤
の
木
古
墳
と
同
様
、
湛
水
が
普
通
な
ら
ば
の
こ
ら

ぬ
こ
う
し
た
珍
貴
な
品
を
今
日
ま
で
伝
え
て
く
れ
た
の
で
す
。
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醗
◎

・

こ
の
よ
う
な
品
を
納
め
ま
し
た
こ
の
壺
、

こ
の
穴
が
如
何
よ
う
な
役
割

・
機
能

を
も

つ
も
の
で
あ
る
か
が
問
わ
れ
る
の
で
す
が
、
こ
の
資
料
を
知
り
ま
し
た
時
、

直
ち
に
想
起
し
た
史
料
が
あ
り
ま
す
。
九
條
道
家

の
日
記

『
玉
蘂
』

の
承
元
三

二

二
〇
九
)
年
五
月
廿
五
日
条

に
見
え
る
次
の
記
事
が
そ
れ
で
す
。

次
供
夕
御
湯
、
其
儀
如
朝
、
御
湯
間
汲
吉
方
水
、
御
湯
之
間
洗
胞
衣
、
-

先
以
清
水
洗
之
、
以
美
酒
洗
之
、
次
以
緋
練
萎
之
、
次
入
銭
五
文
於
白
盗
瓶
子

鰻

姪

徽

『
次
胞
衣
入
銭
上
、
次
新
筆

管
入
胞
衣
上
、
次
掩
瓶
蓋
、
以
生

気
方
土
塗
塞
之
、
難

製

次
以
行
兼
令
釣
乾
方
…
…

胞
衣
は
、
ま
ず
清
水
、

の
ち
美
酒
で
も

っ
て
洗
う
。
次
に
緋
色

の
絹
で
こ
の
胞

衣
を

つ
つ
み
、
白
甕
の
瓶
子
の
底
に
お
か
れ
た
銭
文
を
表
に
し
た
五
枚

の
銭
の
上

に
置
き
、
次
に
新
し
い
筆

一
管
を
胞
衣
の
上
に
入
れ
瓶
蓋
を
お
お
う
。
生
気
の
方

の
土
を
も

っ
て
塗
り
塞
ぎ
、
左
衛
門
尉
行
兼
が
こ
の
胞
衣
壺
を
乾
方
に
釣
る
し
た

旨
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
瓶
子
、
銭
五
文
、
銭
文
上
向
、
胞
衣
を
包
む
緋
練
、

筆

一
管
、
特
色
あ
る
こ
う
し
た
品
々
と
配
置
が
記
録
と
遺
跡
の
間
を
鮮
や
か
に

一

致
さ
せ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
対
応
の
見
事
さ
か
ら
見
る
か
ぎ
り
、
こ
の
遺
構
は

「
胞
衣
埋
納
施
設
」
と
い

っ
て
よ
い
と
考
え
る
の
で
す
。

た
だ
、

一
、
二
、
記
録
と
遺
跡
の
実
際
が
合
致
し
な
い
点
が
あ
り
ま
す
。
墨
挺

と
犀
角
小
刀

へ
の
言
及
が

『
玉
蘂
』
に
な
く
、
ま
た

『
玉
蘂
』

で
は
胞
衣
壼
は
乾

方

に
釣
る
す
と
あ
り
、
埋
め
ら
れ
て
い
る
壺
と
は
異
な
る
取
扱
い
が
見
ら
れ
る
こ

と
で
す
。
し
か
し
、

『
大
記
』
康
和
御
産
部
類
記
に
は
胞
衣
に
副
え
て
金
銀
犀
角

筆
墨
小
刀
を
容
れ
る
と
い

っ
た
記
事
が
あ
り
ま
す
し
、
胞
衣
壷
を
埋
め
ず
屋
内

に
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蔵
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は

『
長
秋
記
』
に

「
件
胞
衣
本
條
可
埋
地
之
由
所
見
云
々
、

錐
然
近
来
多
結
付
天
井
等
」
と
い

っ
た
記
事
が
あ
り
元
永
年
間
ご
ろ
は
埋
蔵
せ
ず

天
井

に
結
び
付
け
る
形
を
と
り
つ
つ
あ
る
と
記
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
各
史
料
を
通
じ
て
こ
の
種

の
遺
構
が

「
胞
衣
埋
納
遺
構
」

で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
す
と
、
こ
こ
に
始
め

て
産
育
の
考
古
学
が
ひ
ら
け
て
参
り
ま

す
。
史
料
に
は
筆
墨
を
男
子

・
針
鋏
を
女

子
の
胞
衣

に
副
え
る
と
い

っ
た
記
事
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
各
地

で
数
多
く

の
胞
衣
埋
納
施
設
が
発
掘
さ
れ

て
い
ま
す

が
、
腐
朽
し
や
す

い
刀
子
、
針
、
鋏
な
ど

の
鉄
器
や
赤
練
と
胞
衣
そ
の
も
の
は
遺

り
ま
せ
ん
。
従

っ
て
、
銭
五
文
、
銭
文
を
上
に
向
く
形
で
配
置
さ
れ
、
腐
朽
し
な

い
墨
挺
を
と
ど
め
る
例
が
男
子
、
他
に
品
を
留
め
ぬ
例
が
女
子
の
胞
衣
壷
で
あ
る

可
能
性
が

つ
よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
城
京
右
京

三
条
二
坊
六
坪
の
胞
衣
壺

は
そ
の
壺
の
形
態
か
ら
み
て
奈
良
時
代

の
壺

の
典
型
と
言
え
ま
す
か
ら
胞
衣
埋
納
慣
行
は
奈
良
時
代
に
は
成
立
し
て
い
る

と
見
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

で
は
こ
の
よ
う
な
慣
行
が
日
本
で
自
生
す
る
も
の
で
あ

る
か
唐
制
を
う
け
る
も

の
で
あ
る
か
と

い

っ
た
問
題
が
あ
り
ま
す
。
中
国

の
書

『崔
行
功
小
児
方
』
に
は

「
凡
そ
胞
衣
は
天
徳
月
徳

の
吉
方
に
蔵
む
る
を
宜
し
と

す
。
深
く
埋
め
堅
く
築
け
ば
児
長
寿
な
ら
し
む
」
と
い
っ
た
記
事
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
な
胞
衣
埋
蔵
の
方
法
、
副
え
る
品

々
は
不
明
で
す
が
、
吉
方

・
長
寿
と
い
っ

た
語
意
か
ら
整
然
と
し
た
慣
行
の
存
在
が
推
測
さ
れ
る
の
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
胞
衣
埋
納

の
吉
方

に
つ
い
て
史
料
を
求
め
ま
す
と
、
中
国
で
は

南
宋
代
、
朱
端
章
が
著
し
ま
し
た

『
衛
生
家
寳
産
育
備
要
』

の
中

に
興
味
深

い
図

-
産
図
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
も

つ
意
義
が
説
か
れ
て
い
ま
す
。
上
列
八
卦
、
方
位
、

十
三
神
名
諄
、
安
産

・
蔵
衣
吉
方
を
記
す
図
で
、
十

二
月
分
十
二
幅
、
月
ご
と
の

一
幅
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
産
月
に
入
り
ま
す
と
そ
の
産
月

(
入
月
)

一
日
に
、

該
当
す
る
産
図
を
産
室
の
北
壁
に
貼
り
ま
す
。
安
産

の
吉
方
、
蔵
衣

(胞
衣
埋
納
)

の
吉
方
が
こ
の
産
図
で
判
る
訳
で
す
。
例
え
ば
十

一
月
で
す
と
安
産

の
吉
方
は
北

(
壬
方
)
、
蔵
衣
吉
方
は
南

(丙
方
)
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
産
図
は
中
国
で
は
古
く
か
ら
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。
晴
代
の

『経
籍

志
』

三
、
唐
代
の

『
両
唐
書
経
籍

・
藝
文
志
』

五
に
産
図
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す

か
ら
そ
の
成
立
は
極

め
て
古

い
と
言
え
ま
す
。
孫
思
逸
の

『
千
金
寳
要
』

に
は

「産
図
に
依
ら
ざ
れ
ば
子
母
妨
げ
多
し
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
唐
宋
代
に
は
産

室

に
産
図
を
貼
る
慣
行
が
社
会

に
深
く
浸
透
し
遵
守
さ
れ
て
い
る
様
子
が
よ
く
読

み
と
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
日
本
に
も
早
く

『
暦
琳
産
経
』
な
ど
、
各
種

の
産
書

が
も
た
ら
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
産
図
を
は
じ
め
蔵
衣
-
胞
衣
埋
納
慣
行
の
体
系

的
な
受
容
が
奈
良
時
代
に
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

一
方
、
大
谷
国
雄
先
生

の
ご
教
示

に
よ
れ
ば
朝
鮮
半
島
で
は

『東
医
宝
鑑
』
に

同
様
、
産
図
を
産
室
北
壁

に
入
月

一
日
貼
る
こ
と
を
記
し
、
安
産
方
位
図
と
し
て

正
月
図
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
安
産
吉

(方
)
を
安
産
室
、
蔵
衣
吉

(方
)
を
蔵
胎

衣
と
書
く
と
い
っ
た
表
現

の
相
違
が
僅

か
に
見
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
配
当
の
方
角

は
中
国
の
産
図

(
正
月
分
)
と

一
致
し
て
い
ま
す
。
い
い
換
え
ま
す
と
中
国
の
産

図
が
朝
鮮
半
島
で
正
確

に
理
解
さ
れ
、
利
用
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
す
。
胞

衣
埋
納
施
設
は
日
本
以
外
で
は
不
明
で
す
が
、
こ
う
し
た
胞
衣
埋
納
の
吉
方
を
教
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席碍 騨白王安歩歩

籍 媛 魏 上西1
灘 杁;秘 儲1

翻麟 麟
辮 此+畷1地丈隊汚
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空軒i有或借借

麟 妬+†i
J
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ボ此才ごo瞳 月」】ぱ春メご三九
リ コ ロ

韓鰍 臓 華確茉樺神逐

}轍 正末:瀬'牽へ,/,

i騰 轟 雛
ll勧 棄 日:三イ1『織

1表 向:oノ匠a.産忌胎

1丙不:九之;降個 蓋液

…灘
じ ロ

空切微氣キ正灘

1荘 忌不勇十月次方

1;壬 閉:2轍 二+ル 偉

騰灘
え
る
産
図
は
中
国

・
朝
鮮
に
拡

っ
て
い
る
の
で
す
。

二
、
借
地
文
慣
行
に
見
る
交
流

平
安

・
鎌
倉
時
代
、
貴
族
は
実
に
丁
寧
に
日
記
を
書
き

つ
づ
け
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
日
記
の
中
に
産
育
の
実
際
を
詳
細
に
伝
え
る
記
事
が
ま
N
見
ら
れ
ま
す
。

『
史
料
纂
集
』
と
い
う
日
記
類
を
中
心
に
据
え
た
叢
書
が
続
群
書
類
従
完
成
会
か

ら
刊
行
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の

一
に
西
園
寺
公
衡

の
日
記

『
公
衡
公
記
』
が
収

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
記
中
に
は
昭
訓
門
院
、
廣
義
門
院
の
出
産
を
め
ぐ
る
日
記

を
別
記
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
実

に
教
え
ら
れ
る
こ
と
の
多

い
日
記
で
あ
り

ま
す
。
産
前
の
放
生
の
実
態

や
、
皇
子

・
皇
女
誕
生
を
め
ぐ
る
護
刀
の
在
り
方
な

ど
、
こ
と
細
か
く
記
さ
れ
、
極
め
て
重
要
な
日
記
で
す
。

こ
の
公
衡
公
記

・
昭
訓
門
院
御
産
愚
記

の
中
で
注
目
さ
れ
る
産
育
慣
行
が
あ
り

ま
す
。

「
借
地
文
」
を
押
す
と
い
っ
た
慣
行
が
そ
れ
で
す
。
同
書
の
乾
元
二
年
閏

四
月

二
日
の
條
を
見
ま
す
と

後
聞
、
昨

日

一
日
、
行
長
朝
臣
参
上
、
御
産
所
南
棟
分
戸
北
面
長
押

二
押
借

地
文
、
又
方
々
付
札
符
、
行
長
云
、
随
日
遊
所
在
逐
可
押
改
借
地
文
云
々

と
い

っ
た
記
事
が
あ
り
ま
す
。
医
師
丹
波
朝
臣
行
長
が
産
所

の
南
棟
分
戸
北
面

長
押
に
借
地
文
を
押
し
、
さ
ら
に
方
々
に
札
符
を
付
け
る
と
い

っ
た
作
業
を
し
て

い
る
の
で
す
。

借
地
文
の
記
載
を
求
め
て
諸
日
記
に
当
り
ま
す
と
意
外
に
多
く
の
例
を
得
る
こ
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と
が
出
来
ま
す
。
た
と
え
ば
九
条
兼
実

の
日
記

『
玉
海
』
、
そ
の
仁
安

二

(
一
、

一
六
七
)
年
十

一
月

一
日
の
條
に
は

今
日
施
薬
院
使
丹
波
憲
基
朝
臣
来
臨
、
押
借
地
之
法
、
寝
殿
母
屋
中
妻
戸
法
東

間
也
、
上
長
押
南
面
押
之
也
、
是
先
例
也
、
当
月
朔
日
必
押
之
云
々

と
い
っ
た
記
事
を
見
ま
す
。
ま
た
中
山
忠
親
の
日
記

『
山
塊
記
』

に
は
治
承
二

年
十
月

一
日
の
條
に

典
薬
頭
和
気
定
成
朝
臣
参
入
、
押
借
地

文
於
御
産
所
、
母
屋
無
其
所
、
傍
北
庇

北
上
長
押
押
之
…
次
書
借
地
文
、
当
月

朔
日
押
之
也
。

と
い
っ
た
相
似
た
記
事
が
見
ら
れ
る
の

で
す
。

こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
知
ら
れ
る
こ
と
は
、
施
薬
院
使
、
典
薬
頭
と
い

っ
た
医
師

が

「
借
地
之
法

・
借
地
文
」
に
深
く
係
わ
り
合

っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
日
記
の
前

後

の
記
載
を
通
し
て
判
断
し
ま
す
と
、
出
産
に
当

て
ら
れ
る
産
室
に
、
産
月
の
朔

日

(昭
訓
門
院
御
産
愚
記
で
は
四
月

一
日
、
玉
海

で
は
十

一
月

一
日
、
山
塊
記

で

は
十
月

一
日
)
、
借
地
文
-
借
地
之
法
を
医
師
が
来
臨
し
て
押
し
て
い
る
の
で
す
。

『
玉
海
』

に
は

「
当
月
朔
日
必
押
之
」
と

い
う
文
言
が
あ
り
ま
す
が
必
ら
ず
産
月

一
日
、
産
婦
が
入
室
す
る
に
先
立
ち
、

こ
の
借
地
文
を
産
室
北
面
の
長
押
に
押
す

と
い
う
慣
行
が
見
ら
れ
た
の
で
す
。

で
は
、
借
地
文
と
は
ど
の
よ
う
な
文
な

の
か
、
如
何
よ
う
な
機
能
を
も

っ
た
も

の
な
の
か
が
問
わ
れ
る
訳
で
す
が
、

こ
の
間

の
内
容
を
暗
示
す
る
史
料
が
あ
り
ま

す
。

『
玉
海
』

の
承
安
三
年
九
月

一
日
の
條

に

施
薬
院
使
憲
基
参
入
、
産
所
押
借
地
法
、
東
西
南
北
十
歩
之
中
不
可
揮
云
々

と
あ
る
記
事
が
そ
れ
で
す
。
産
月

一
日
に
産
室
に
医
師
が
借
地
法
-
借
地
文
を

押
す
曲
ハ型
的
な
記
事

で
す
が
、

こ
の
記
事
、
借
地
法

の
句
に
続
い
て

「東
西
南
北

十
歩
之
中
不
可
揮
云
々
」
の
文
言
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
文
言
が
借
地
文

の
内
容
を

語
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
想
起

さ
れ
ま
す
重
要
な
史
料
が
あ
り
ま
す
。
医
家
丹
波
康
頼

の
著
述

『
医
心
方
』
中
に

「
産
婦
借
地
法
第
四
」
と
題
し
て
次
の

一
文
が
あ
り
ま
す
。

子
思
秘
録
云
膿
玄
子
法
為
産
婦
借
地
百
無
所
忌
借
地
文
東
借
十
歩
西
借
十
歩
南

借
十
歩
北
借
十
歩
上
借
十
歩
下
借
十
歩
壁
方
之
中
世
余
歩
産
婦
借
地
恐
有
臓
汚

或
有
東
海
神
王
或
有
西
海
神
王
或
有
南
海
神
王
或
有
北
海
神
王
或
有
日
遊
将
軍

白
虎
夫
人
横
去
十
丈
軒
較
招
揺
挙
高
十
丈
天
狗
地
軸
入
地
十
丈
急
々
如
律
令

脆

指
月
一
日
即
爲
一本
読
説
三

遍
詑
貼
在
所
居
北
壁
正
中

こ
の

一
文

に
よ

っ
て

『
玉
海
』

の

一
文
が
こ
の
文
の
省
略

で
あ
る
こ
と
が
判

っ

て
く
る
の
で
あ
り
ま
す
。

『
医
心
方
』

の
こ
の
文
は
、
産
婦
の
産
に
当
り
借
地
し
忌
む
所
無
か
ら
し
む
る

た
め
の
文

で
あ
り
、
東
海
神
王
か
ら
東
借
十
歩
、
西
海
神
王
か
ら
西
借
十
歩
と
い

う
よ
う
に
四
海
神
王
を
は
じ
め
、
日
遊
将
軍
か
ら
上
借
十
歩
下
借
十
歩
、
ま
た
白

虎
夫
人
か
ら
横
去
十
丈
…
と
い
っ
た
形

で
借
地
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
物
語

っ

て
い
ま
す
。
東
西
南
北
上
下
、
横
去
挙
高
入
地
と
各
方
向
の
神
々
を
勧
請
し
、
そ

の
支
配
す
る
土
地
中
、
十
歩
な
り
十
丈
を
産
の
た
め
に
借
地
す
る
と
い
う
内
容
で

す
。
産
室
で
の
血
の
臓
れ
1
汚
機
を
恐
れ
て
の
借
地
で
す
か
ら

「
借
地
文
」
の
存

在
で
産
婦
は
安
心
し
て
出
産
す
る
こ
と
が
で
き
る
訳
で
す
。
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隠
陵
賊

有

南

馨

心
す
熟

+
'み
劃

「

神

入

蔑

.有

ナ甲

働

袖

よ

.叡

有

吐

晦

神
ま

叡
有

切
鶉

軍

碕

嘘
丈
隆

急

惣

撃
、

爆

以
よ
茅

卍
葉

産
室
に
、
産
月

一
日
押
さ
れ
る
借
地
文
の
内
容
が
こ
の
よ
う
に
詳
細
に

『
医
心

方
』
か
ら
復
原
さ
れ
る
の
で
す
が
、

『
医
心
方
』
は
い
ま

一
つ
重
要
な
視
点
を
拓

い
て
く
れ
ま
す
。

『
医
心
方
』
巻
廿
三
の
背
記
に
実
際
の
借
地
文
-
借
地
法
の
姿

を
示
す
か
と
思
わ
れ
る
記
載
が
あ
る
の
で
す
。
上
に
北
壁
と
押
す
べ
き
位
置
を
明

示
し
、
前
後
に
呪
符
を
記
し
て
倶
に
朱
書
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
ま
す
。
先
き
の

膿
玄
子
法
と
し
て
挙
げ

て
い
た
借
地
文
を
、
こ
こ
で
は

「
東
借
十
歩
西
借
十
歩
」

と
い
う
よ
う
に

一
行
八
字

で
記
す
な
ど
具
体
的
に
押
す
べ
き

「札
」
と
し
て
、
そ

の
書
式
を
鮮
や
か
に
告
げ

て
く
れ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、

日
本
古
代
の
産
育
慣
行

の

一
と
し
て
借
地
法
の
顕
著
な
存
在
が

指
摘
さ
れ
ま
す
と
、
こ
う
し
た
慣
行
の
淵
源
が
問
わ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
回

答
は
既

に
申
し
上
げ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
何
故
な
ら
ば

『
医
心
方
』
、

丹
波
朝
臣
康
頼
が
著
作
し
た
こ
の
書
の

「
産
婦
借
地
法
」
中
に
、

「
子
母
秘
録
云

腱
玄
子
法
…
」
と
い
う
文
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

『
子
母
秘
録
』
は
中
国
の
書

で
あ
り
、
膿
玄
子
の
名
も
中
国
に
発
す
る
か
ら
で
す
。

『
医
心
方
』
は
永
観
年
中

(九
八
三
-

八
五
)
年
の
編
纂

で
あ
り
、
康
頼
が
晴
唐

の
諸
書
を
引
用
す
る
中
で

産
に
係
わ
る
書
と
し
て

『
子
母
秘
録
』
を
引
い
て
い
る
の
で
す
。

中
国
に
は

『衛
生
家
寳
産

育
備
要
』
と
い
う
産
育
書
が
あ
り
ま
す
。
南
宋
代
、

朱
端
章

の
著
述
に
な
る
も
の
で
す
が
、
同
書
六
巻
、
入
月
の
項
に

入
月
第

一
日
清
旦
先
書
借
地
法
、
貼
在
産
婦
房
内
北
壁
上
、
須
清
心
志
誠
書
之
、

更
須
避
日
遊
月
支
諸
神
…

膿
玄
子
借
地
法
、
東
借
十
歩
、
西
借
十
歩
、
南
借

十
歩
、
北
借
十
歩
、
上
借
十
歩
…
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と
い

っ
た
記
事
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
書

で
は

『
医
心
方
』

の
壁
方
之
中
、
柑
余

歩
は
四
十
余
歩
、
産
婦
借
地
は
安
産
借
地
と
書
か
れ
、
最
後

に

「令
此
地
空
閑
、

産
婦
某
氏
安
居
無
所
妨
碍
、
無
所
畏
忌
、
諸
神
擁
護
、
百
邪
速
去
、
急

々
如
律
令
」

の
句
が
加
わ

っ
て
い
ま
す
。

中
国
の
こ
の

「
借
地
法
」

の
文
言
は
そ

の
字
配
り
や
内
容
、
特
に
最
後
の
文
か

ら
見
て
、

日
本
の
借
地
法
の
祖
形
、
淵
源

に
あ
る
も
の
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
ま
す
。
諸
神
擁
護
、
百
邪
速
去

の
句
も
強
く
働

い
て
お
り
、
素
晴
ら
し
い

借
地
文

で
す
。
そ
こ
に
は

『
子
母
秘
録
』

の
名
は
見
え
ま
せ
ん
が

「
膣
玄
子
法
」

の
名
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
拠

っ
て
く
る
と
こ
ろ
が
判
り
ま
す
。

『
衛
生
家

賓
産
育
備
要
』
は
前
代
の
多
数
の
産
育
医
書
を
撰
要
編
成
し
て
成

っ
た
書
で
す
か

ら

『
子
母
秘
録
』
な
ど
の
産
書
を
も
参
考
に
し
た
に
違
い
な
い
の
で
す
。
し
た
が

っ

て
こ
の
種
の
慣
行
の
根
源
は
中
国
に
求
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

一
方
、
韓
国
で
の

「借
地
法
」
は
、
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
先
き
に
掲

げ
ま
し
た

『
東
医
寳
鑑
』
巻
十
に

「
腱
玄
子
借
地
法
」
と
項
を
た
て
、
全

て

『
衛

生
家
寳
産
育
備
要
』
と
同
文
、

「東
借
十
歩
」

に
始
ま
り

「急
急
如
律
令
」

で
終

わ
る
形
で
記
し
て
居
り
ま
す
。
僅
か
に

『
産
育
備
要
』
と
異
な
る
の
は

「
百
邪
速

去
」

の
句
が

「
百
邪
逐
去
」
と
な

っ
て
い
る

一
点
で
す
。
忠
実

に
中
国
の
借
地
法

が
伝
え
ら
れ

て
い
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

た
だ

『
子
母
秘
録
』
、

『
衛
生
家
寳
産

育
備
要
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
か
、
他
書

の
引
用
か
は
明
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
し
、

受
容

の
時
期
も
残
念
な
が
ら
不
明
で
す
。

『
東
医
寳
鑑
』

に
は
興
味

ぶ
か
い
記
事
が
見
ら
れ
ま
す
。

「安
産
室
」
ー
産
室
を

安
ず
る
た
め
に
入
節

(産
月
)
朔
日
、
産
図
及
び
催
生
符

・
借
地
法
、
み
な
朱
書

し
、
産
室
内
北
壁
上
に
貼
る
こ
と
、
ま
ず
産
図
、
次
に
催
生
符
、
次
に
借
地
法
を

貼
り
、
そ
の
上
で
借
地
法
を
三
遍
読
諦
す
る
。
勅
読
す
る
の
だ
と
記
し
て
い
ま
す
。

先
き
に
胞
衣
埋
納
慣
行
と
関
係
し
て
産
図
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
が
、
産
図

・
催

生
符

・
借
地
法
の
三
者
が
三
身

一
体
と
な

っ
て
、
産
室
を
め
ぐ
る

「
ま
じ
な
ひ
」

と
し
て
働

い
て
い
る
様
子
が
読
み
と
れ
る
の
で
す
。
恐
ら
く
、
中
国
に
発
し
韓
国

に
そ
の
ま
ま
受
容
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

三
、
買
地
券
慣
行
に
見
る
交
流

昭
和
五
四
年
、
福
岡
県
太
宰
府
市
の
宮
ノ
本
遺
跡

の
発
掘
調
査
を
福
岡
県
教
育

委
員
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
発
見
さ
れ
た
遺
構
は
火
葬
墓
群
、
平
安
時
代
の
墓

域
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
し
た
が
、
わ
け
て
も
話
題
を
呼
ん
だ
の
は
高
さ
三
五

・
ニ

セ
ン
チ
、
幅
九

・
五
セ
ソ
チ
の
鉛
板

一
枚
が
墓
穴

の
縁

に
そ
い
樹

て
ら
れ
て
い
る

と
い
う
特
異
な
状
況
で
し
た
。

こ
の
鉛
板
を
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
が
赤
外
線

テ
レ
ビ
で
調
査
し
、
鉛
板
に
墨
書
き
さ
れ
た

一
文
を
解
読
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内

容
は
従
前
、
日
本

で
は
見
出
さ
れ
て
い
な
か

っ
た

「
買
地
券
」

の
初
例
、
中
国
の

買
地
券

に
倣
う
鉛
券
の

一
例
と
し
て
評
判
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
宮
ノ
本
遺
跡
の
買
地
券
は

一
部
に
読
解
し
え
ぬ
所
、
欠
失
し
た
部
分
が
あ

り
ま
す
が

口
戌
年
死
去
、
為
其
口
坐
男
、
好
雄
口
縁
之
地
、
自
宅
口
口
方
有
、
其
地
之
寂
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↓

静
、
四
方
口
口
口
、
可
故
買
給
方
丈
地
、
其
直
銭
弐
拾
伍
文
、
鍬

一
口
、
絹

五

尺
、
調
布
五
口
、
白
綿

一
目
、
此
吉
地
給
故
、
霊
平
安
静
坐
、
子
々
孫
々
、
口

口
口
全
、
官
冠
口
禄
、
不
絶
令
有
、
口
七
宝
口
、
…
…

と
読
ま
れ
て
い
ま
す
。
太
宰
府
の
官
人

か
と
想
像
さ
れ
ま
す

「好
雄
」
の
死
に

当
り
家
族
が
彼
に
有
縁
の
地
、
自
宅
か
ら
吉
方
に
あ
る
寂
静

の
地
ー
方
丈
の
地
を

買
得
し
て
彼
の
墓
と
し
て
給
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
墓
地
の
買
得

の
価
格
が

「
銭
弐
拾
伍
文
、
鍬

一
口
、
絹
五
尺
、
調
布
五
口
、

白
綿

一
目
」
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
、
そ
の
上
、

こ
の
吉
地
を
給
付
す
る
の
故
に
、

霊
は
平
安

・
平
静
に
坐
し
ま
し
て
、
家
族

の
子

々
孫

々
に
至
る
ま
で
繁
昌
を
与
え

う
べ
し
と
の
大
意
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
五
五

・
六
六

・
五
五

・
七
七
…

と
対
句
を
重
ね
て
言
辞
を
整
え
た
買
地
券

と
し
て
も
興
味
ぶ
か
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
墓
地
を
買
地
す
る
こ
と
に
よ
り
、
死
者
の
世
界
が
他
者
か
ら
犯
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
そ
の
永
久
の
保
証
と
し
て
、
こ
う
し
た

「買
地
券
」
を
中
国
と
同

様
、
腐
朽
し
な
い
鉛
券

に
記
し
墓
中
に
納

め
た
の
で
あ
り
ま
す
。

買
地
券
は
、
そ
の
後
の
検
討
に
よ
っ
て
倉
敷
考
古
館
保
管
、
岡
山
県
吉
備
郡
真

備
町
尾
崎
発
見
の

備
中
国
下
道
郡
八
田
郷
戸
主
矢
田
部
口
白
髪
部
毘
登
富
比
売
之
墓
地
口
、
天
平

寳
字
七
年
年
次
癸
卯
十
月
十
六
日
、
八
田
郷
長
矢
田
部
益
足
之
買
地
券
文

の
刻
銘
を
も

つ
埴
板
二
枚
も
、
そ
の
文
言
の
語
る
と
お
り

「
買
地
券
」
と
認
め

ら
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
京
都
市
右
京
区
大
枝
塚
原
発
見
の
宇
治
宿
弥

の
墓
誌
も
天
地
左
右
を
欠
く
も
の
の

「-
前
誓
願
物
部
神
-
八
継
孫
宇
治
宿
彌
-

太
平
子
孫
安
坐
-
雲

二
年
十

二
月
ー
」
と
い
う
銘
文
か
ら
買
地
券
の
可
能
性
が
説

か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
奈
良

・
平
安
時
代

の
買
地
券
納
置
慣
行
の
盛
行
が

窺
え
る
の
で
す
。

一
方
、
朝
鮮
半
島
を
見
ま
す
と
素
晴
ら
し
い
買
地
券
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
ま
す
。

百
済
の
武
寧
王
陵
か
ら
見
出
さ
れ
た
買
地
券
が
そ
れ
で
す
。
昭
和
四
六
年
詳
細
な

調
査
が
実
施
さ
れ
、
陵
墓
内
の
王

・
妃
二
棺
の
完
存
、
多
数
の
遺
品
の
遺
存
か
ら

王
権

の
強
盛
を
偲
ば
せ
る
優
品
が
続
出
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
羨
道

と
玄
室
間
、

二
棺
の
南

に
配
置
さ
れ
た
誌
石
に
、
簡
明
な
が
ら
実

に
要
領
を
得
た

買
地
文
を
見
出
し
た
時

の
驚
愕
は
ま
こ
と
に
強
烈
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
誌
石

は
天
地
四
〇

セ
ソ
チ
、
幅
四
〇

セ
ソ
チ
、
厚
さ
六

・
五
セ
ソ
チ
、
九
本
の
罫
線
を

天
地
に
引

い
て
十
行
、
第
二
行
か
ら
六
行
を
用

い
買
地
文
を
刻
ん
で
い
ま
す
。

銭

一
万
文
、
右

一
件
、
乙
巳
年
八
月
十
二
日
、
寧
東
大
将
軍
、
百
済
斯
麻
王
、

以
前
件
銭
訟
、
土
王
土
伯
土
父
母
、
上
下
衆
官

二
千
石
、
買
申
地
為
墓
、
故
立

券
為
明
、
不
従
律
令
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そ
の
記
す
と
こ
ろ
は
、
百
済
斯
麻

(武
寧
)
王
が
銭

一
万
文
を
も

っ
て
土
王
土

伯
土
父
母
、
上
下
衆
官

二
千
石
か
ら
墓
地

を
買
得
し
た
こ
と
を
記
し
、

こ
の
券
文

誌
石
で
も

つ
て
そ
の
明

(証
)
と
す
る
こ
と
を
の
べ
て
い
ま
す
。

一
万
文

の
買
価

は
買
地
の
慣
用
句
と
見
る
べ
き

で
す
し
、
土
王
土
伯
土
父
母
、
上
下
衆
官

二
千
石

も
地
下
を
う
し
は
く
土
王
と
そ
の
機
構
に
連
な
る
も

の
、
道
教
に
連
な
る
神
々
で

あ
り
ま
す
。

武
寧
王
の
治
世
は
六
世
紀
前
半
、
日
本

で
は
継
体
天
皇
の
治
世
に
当
り
ま
す
か

ら
、
日
本
の
既
往

の
買
地
券
に
比
べ
格
段

と
古

い
買
地
券
と
い
え
ま
す
。
武
寧
王

は
中
国
南
朝
と
親
密
な
外
交
を
ひ
ら
い
て
い
ま
し
た
だ
け
に
、
中
国
の
買
地
券
の

実
際
を
熟
知
し
、
結
果
こ
の
よ
う
な
卓
越

し
た
買
地
石
券
を
配
置
し
た
も

の
と
考

え
ら
れ
る
の
で
す
。
武
寧
王
と
日
本
の
宮
室
と
の
交
流
も
ま
た
盛
ん
で
し
た
か
ら
、

将
来
、
天
皇
陵
や
貴
紳
墓
か
ら
、
こ
の
時
期
の
買
地
券
が
見
出
さ
れ
る
可
能
性
は

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
現
在

の
時
点

で
は
朝
鮮
半
島
で
は
他
に
買
地
券
の
発
見
は

な
く
王
権

に
係
る
孤
高
の
資
料
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
す
。

中
国
で
は
買
地
券

の
成
立
は
前
漢
代

に
あ
り
、
広
く
浸
透
し
て
い
ま
す
。

一
例

を
掲
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

晋
成
康
四
年
二
月
壬
子
朔
三
日
乙
卯
、
呉
故

人
立
節
都
尉
晋
陵
丹
徒
朱
曼
、

故
妻
醇
杁
天
買
地
杁
地
買
宅
、
東
極
甲
乙
南
極
丙
丁
西
極
庚
辛
北
極
壬
癸
中
極

戌
巳
上
極
天
下
極
泉
、
直
銭

二
百
萬
、
即
日
交
畢
、
有
誌
醇
地
當
詞
天
帝
、
有

誌
酵
宅
當
詞
土
伯
、
任
知
者
東
王
父
西
王
母
、
如
天
帝
律
令

朱
曼
の
妻
、
辟
の
死
に
伴

い
買
地
券
が
調
製
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
天
よ
り

墓
地
、
地
よ
り
冥
宅
を
求
め
て
東
西
南
北
中
上
下
の
神
々
か
ら
価
格
二
百
萬
文
で

墓
地
を
買
得
し
た
経
緯
を
記
し
て
い
ま
す
。

勿
論
、

二
百
萬
の
価
格
も
慣
習
的
用
語
で
あ
り
、
墓
地
の
境
界
を
示
す
東
極
甲

乙
、
或
ひ
は
下
極
泉
な
ど
の
言
葉
も
慣
習
的
用
語
で
す
か
ら
、
実
際
の
買
地
行
為

と
は
関
係
し
な
い
用
語
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
問
題
が
生
ず
る
と
天
帝

・
土

伯
に
詞
る
と

い
っ
た
言
い
ま
わ
し
、
売
買
の
任
知
者
と
し
て
の
東
王
父
西
王
母
の

存
在
が
あ
る
と
い
う
い
い
ま
わ
し
は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
こ
の
買
地
券
文
が
道
教

世
界
に
息
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
死
や
営
墓

が
道
教
と
深
く
係
わ
り
息
づ
く
だ
け
に
、
こ
う
し
た
道
教
上
の
神

々
と
の
間
に
冥

界
の
居
地
ー
墓
を
買
地
す
る
慣
習
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

買
地
券

の
世
界
を
こ
の
よ
う
に
見
ま
す
と
、
そ
の
淵
源
が
中
国
に
あ
る
こ
と
、

道
教
諸
神
を
揃
え
四
方
八
方
の
方
位
神
を
通
じ
て
墓

の
地
を
彪
大
な
価
格
で
買
得
、

冥
界
で
の
障
擬
な
き
安
寧
を
保
証
し
、
ト
ラ
ブ

ル
に
対
す
る
詞
者
を
設
け
任
知
の

者
を
置
く
と
い

っ
た
整
正
な
ス
タ
イ

ル
が
誕
生
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で

す
。
百
済
武
寧
王
の
場
合
は
王
権
の
表
象
と
し
て
の
買
地
券
が
古
く
成
立
し
ま
す

が
、
そ
の
普
及
の
実
際
は
未
だ
不
明
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
武
寧
王

以
後
、
買
地
券
の
流
布
は
な
く
、
日
本
同
様
、
八
世
紀

一
斉
に
道
教
世
界
の

一
画
、

買
地
券
が
受
容
さ
れ
る
に
至
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

宮
ノ
本
遺
跡
の
買
地
券
に
は
買
得
の
価
格
と
し
て
銭
廿
五
文
の
他
、
鍬

・
絹

・

調
布

・
白
綿
と
い

っ
た
品
々
が
見
ら
れ
ま
す
。
現
実
の
土
地
売
買
と
も
共
通
す
る

品
目

・
数
量
で
あ
る
点
、
加
え
て
土
公
土
伯
土
父
母
や
上
下
衆
官

二
千
石
の
名
の
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見
え
ぬ
点
、
立
券
を
証
す
る
東
王
父

・
西
王
母
を
欠
く
な
ど
道
教
と
の
係
合
い
に

弱
い
面
が
読
み
と
れ
る
の
で
す
。
買
地
券
納
置
慣
行
は
道
教
の
発
達
し
た
中
国
で

整
備
さ
れ
、
政
治
的
な
卓
越
者

に
い
ち
早
く
受
容
さ
れ
る
も
の
の
、
朝
鮮
半
島

・

日
本
で
の
新
し
い
受
容
と
浸
透
は
八
世
紀
を
ま

つ
必
要
が
あ
り
、
そ
の
受
容
の
内

容
も
か
な
り
日
本
化
し
た
方
向
で
の
受
容

で
あ

っ
た
よ
う
で
す
。

買
地
券
文
は
借
地
文
と
の
対
比
で
興
味
深
い
が
も
の
あ
り
ま
す
。
死
者
の
冥
地

の
買
得
は
そ
の
安
寧
を
は
か
る
想
ひ
か
ら
障
磯
を
な
す
冥
界

・
地
下

の
神
々
か
ら

永
遠
に
そ
の
空
間
を
買
い
と
る
、
冥
界
諸
神
の
永
久
の
乱
妨
除
去
の
想

ひ
か
ら
来

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
故
に

「買
地
」
と
い
っ
た
行
為
に
出
る
訳
で
す
が
、

産
時
は
血
の
汚
臓
が
産
室
外

に
拡
が
る
こ
と
な
き
よ
う
、
ま
た
汚
臓

の
及
ぶ
範
囲

を
限
定
す
る
想
ひ
も
あ

っ
て
、
産
時
と
い
う

一
時
の

「
借
地
」
と
い
っ
た
行
為
に

つ
な
が
る
の
で
あ
り
ま
す
。
永
久
と

一
時
と
い
っ
た
時
間
の
在
り
方

に
対
応
し
た

中
国
道
教
の
思
惟
が
、
そ
こ
に
強
く
働

い
て
い
る
の
で
す
。

奈
良
時
代
、
渡
来
系
氏
族
ー
船
氏
や
西
文
氏
か
ら
火
葬
が
始
ま
り
墓
誌
副
葬
現

象
が
惹
き
起
さ
れ
、
天
皇
か
ら
貴
紳
に
ま
で
急
激
に
浸
透
し
て
い
き
ま
す
。
そ
う

し
た
中
で
墓
誌
は
中
国
の
有
蓋
正
方
形
誌
石
に
縦
横

に
罫
引
き
し
楷
書
で
長
文
の

伝

・
謙
を
刻
む
式
を
直
接
採
用
せ
ず
、
長
方
形
、
金
銅
板
に
縦
罫
を
ひ
く
の
み
、

大
略
は
伝
の
み
を
刻
む
簡
略
な
方
式
を
と

っ
て
い
ま
す
。
火
葬
を
採
用
し
た
日
本

と
石
室

・

室
を
遵
守
す
る
中
国
と
の
間
で
は
、
墓
誌

・
買
地
券
は
中
国
か
ら
直

接
受
容
と
い
う
形
を
と
ら
ず
、
変
換
受
容
と
い
っ
た
形
で
進
め
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

直
接
受
容
し
た
産
の
借
地
文
と
見
事
に
対
に
な
る
受
容
の
姿

で
あ
り
ま
す
。
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四

変
鬼
字
慣
行
に
み
る
交
流

蔵
胞
衣
慣
行
、
借
地
文
慣
行
、
買
地
文
慣
行
と
い

っ
た
三
つ
の
慣
行
を
中
心
に

中
国

・
朝
鮮

・
日
本
の
国
際
交
流
を
見
て
来
ま
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
慣
行
は
い
ず

れ
も
中
国
に
淵
源
が
あ
り
、
奈
良
時
代
、

日
本
が
積
極
的
に
受
容
し
た
慣
行
で
あ

る
こ
と
が
お
判
り
い
た
だ
け
た
か
と
存
じ
ま
す
。
朝
鮮
半
島
に
も
受
容
の
時
期
こ

そ
明
確

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
相
似
た
形

で
受
容
さ
れ
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
の

で
す
。

日
本
で
は
死
者
に
関
係
し
た
買
地
券
や
墓
誌
は
平
安
時
代

に
入
り
ま
す
と

間
も
な
く
そ
の
慣
行
は
下
火
と
な
り
絶
え
て
い
き
ま
す
が
、
産
育

に
関
係
す
る
借

地
文
や
胞
衣
埋
納
の
慣
行
は
長
く
、
広
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
中
世
、
日
本
で
は
面
白
い
現
象
が
起
こ
り
ま
す
。

「
鬼
」
字
が
い

ろ
い
ろ
と
活
用
形
を
も

つ
、
活
用
形
を
生
む
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
中
国
に
は
魑

魅
魍
魎
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
山
川

の
物
怪
、
化
物
と
し
て
生
活

に
息
づ
い
て
お

り
ま
す
が
、
お
な
じ
よ
う
に
日
本

で
も
種

々
の
鬼
字
が
登
場
し
て
く
る
の
で
す
。

『
中
山
御
符
秘
抄
』
な
ど
を
開
き
ま
す
と
、

「
鬼
之
字
大
事
」
と
い
う
項
を
た
て

沢
山

の
鬼
字
の
活
用
形
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
便
宜
上

二

一
字
を
掲
げ
ま

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
数
多
く
の
鬼
字
を
示
し
て
お
り
ま
す
。
ま
さ
に
中
世
は

「鬼
」

の
字
を
大
切
に
、
極
め
て
大
事
に
取
り
扱

っ
た
時
代
な
の
で
す
。

鬼
と
い
う
字
は
調
伏
の
首
題
に
書
き
そ
え
る
と
最
初

に
あ
り
ま
す
が
、
人
間
に

不
幸
を
も
た
ら
す
鬼
は
調
伏
の
対
象
、
従

っ
て

「
鬼
」
字

で
よ
い
わ
け
で
す
。

字
は
悪
夢
を
み
て
目
ざ
め
る
、
そ
う
し
た
時
、
夢
違
い
と
し
て
こ
の
字
を
書
け
ば

吉
夢
と
な
る
、
肱
と
書
け
ば
男
に
想
わ
る
こ
と
を
願
う
時
、
逆
に
魑
と
書
け
ば
女

に
想
わ
る
る
こ
と
を
願

っ
て
書
く
文
字
、
男
女

ひ
き
合
せ
る
文
字
な
の
で
す
。
火

事
を
怖
れ
て
は
魅
字

・
馬

の
病
む
を
恐
れ
て
は
懸
字
、
勝
負
に
勝

つ
に
は
魅
字
、

実
に
う
ま
く
鬼
字
が
活
用
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
魑
字
な
ど
は
男
女
と
も
ど
も
愛

し
合
う
、
敬
愛
と
書
く
と
い
う
の
で
す
か
ら
素
晴
ら
し
い
。

か
つ
て
、
新
潟
県
の
江
上
館
跡
の
発
掘
調
査

で

「
勉
」
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
が

あ
り
、
そ
の
解
釈

で
論
議
を
呼
び
ま
し
た
。

「鬼
之
字
大
事
」
を
経
き
ま
す
と
、

そ
の
用
は
三
種
あ
り
、

一
は
離
別
、

一
は

口
止
め
、

一
は
呪
咀
返
し
と
記
し
て
い

ま
す
。
中
世
の
館
跡
で
す
が
そ
の
い
ず
れ
の
効
用
を
希

っ
て
の

か
は
判
り
ま
せ

ん
が
、
人
の
口
を
止
む
る
用
あ

っ
て
の
墨
書
土
器
か
と
考
え
た
も
の
で
す
。

『中

山
御
符
秘
抄
』
に
は
数
多
く
の
鬼
字
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
中
世
は
、
生
活
の
各
面

に

「鬼
」
が
跳
梁
し
、
生
活

の
細
部
に
ま
で
入
り
込
み
生
活
を
揺
り
動
か
す
、
そ

の
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
鬼
字
活
用
が
起

こ
る
の
で
す
。

そ
う
し
た
鬼
字
中
、
魅

・
鬼

・
勉
と
三
字
を
組
み
合
せ
用

い
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
場
合
は
鬼
が
悪

い
動
き
を
見
せ
る
、
そ
の
動
き
を
封
ず
る
鬼
字
と
し
て

こ
の
三
字
が
働
き
ま
す
。
多
く
の
事
例
で
は
山
形
に
、
上

一
字
下
二
字
、
魅

・
鬼

・

勉
の
文
字
を
置
き
鬼

の
動
き
を
止
め
て
い
ま
す
。
同
様
、
鬼
字
を
五
字
上
下

一
列

に
書
き
、
右
辺
に
妙
日
、
法
蓮

・
蓮
大
、
華
聖
、
経
人
と
二
字
つ
つ
を
い
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
言
う
ま

で
も
な
く
悪
く
動
く
鬼
を
妙
法
蓮
華
経
と
日
蓮
大
聖
人

の
力
で
抑
え
こ
み
払
い
出
そ
う
と
す
る
呪
符
で
す
が
、
連
字
し
て
始
め
て
効
用
が
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期
待
さ
れ
る
鬼
の
字

の

一
劃
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
鬼
字
を
変
え
種
々
の
場
を
援
け
る
呪
字
を

つ
く
り
出
す
の
は
、
日
蓮

宗

の
よ
う
で
す
。

『中
山
御
符
秘
抄
』

や

『法
華
経
秘
法
』

・

『
仏
教
法
華
禁
厭

妙
御
符
秘
書
』
と
い

っ
た
関
係

の
呪
法
書
に
は
満
天
の
星
の
き
ら
め
き
の
よ
う
に

鬼
字

の
活
用

・
変
化
し
た
文
字
が
見
ら
れ
ま
す
。
鬼
字
を
活
用

・
変
化
さ
せ
る
、

そ
う
し
た
動
き
が
日
蓮
上
人
に
存
在
し
た
の
か
、
そ
の
高
弟
が
つ
く
り
出
し
た
の

か
、
恐
ら
く
後
者
で
し
ょ
う
が
中
世
の
顕
著
な
現
象
で
す
。
時
宗
智
眞

一
遍
上
人

が

「
南
無
阿
弥
陀
仏

・
決
定
往
生
六
十
萬
人
」
の
二
行
を
記
し
た
名
號
札
を
広
く

賦
算
す
る
の
と
同
様
、
日
蓮
上
人
も
鬼
字
を
配
札
し
た
の
で
す
。

中
世
を
彩
る

「
鬼
字
活
用
変
化
」

の
文
字
を
見
ま
す
と
同
様
な
現
象
が
中
国
に

も
存
在
し
た
こ
と
が
想

い
起
こ
さ
れ
る
の
で
す
。
中
国
の
呪
法
書
中
に
は
雷
電

の

文
字

に
出
自
す
る
か
と
思
わ
れ
る
雨
冠
と
鬼
字
を
組
合
せ
、
鬼
字
を
活
用

・
変
化

さ
せ
た
文
字
が
数
多
く
登
場
し
ま
す
。
掲
げ
ま
し
た
資
料
は
ご
く
そ
の

一
部

で
す

が
、

「
随
症
符
為
薬
」
と
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
小
腹
症
、
贋
症
、
腸
症
、
腰
症
と

い

っ
た
各
病
状

・
症
状
に
随

っ
て
こ
の
種
の
文
字
を

つ
く
り
出
し
、
薬
と
し
て
病

者
に
出
し
て
い
る
の
で
す
。

日
本

の
鬼
字
の
活
用
変
化
は
伴
う
文
字
か
ら
呪
意
が

汲
み
と
れ
ま
す
が
中
国
の
場
合
は
そ
の
拠
り
所
が
判
ら
な
い
の
が
残
念
で
す
。

中
国
で
は
病
症
に
随

い
こ
の
種

の
文
字
が
用

い
ら
れ
る
以
外
、
例
え
ば
五
行
-

木
火
土
金
水
に
も
同
様
な
雨
冠
の
鬼
字
活
用
変
化

の
文
字
が
用

い
ら
れ
て
い
ま
す

し
、
多
く
の
呪
符
に
も
同
様
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
国
で
も
生
活
全
般
に
浸

透
す
る
形
で
こ
の
種
の
文
字
が
息
づ
い
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
日
本
同
様
、
生
活
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を
お
び
や
か
す
、
そ
う
し
た
存
在
と
し
て
鬼
が
あ
り
、
雷
電
と
も
結
合
し
て
種

々

の
相

・
種

々
の
貌
を
も

っ
て
人
間

・
社
会

と
対
峙
し
て
い
た
状
況
が
窺
え
る
の
で

す
。
日
本

・
中
国
の
両
国
間
に
通
じ

て
同
種
の
現
象
が
中
世
起
こ

っ
て
い
る
の
で

す
。
半
島

の
事
例

の
蒐
収
が
侯
た
れ
る
今

日
で
あ
り
ま
す
。

中
国

・
日
本
間
、
中
国
と
日
蓮
宗
間

に
ど
の
よ
う
な
交
流
が
あ
る
の
か
、
今
後

調
べ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
顕
著
な
共
通

で
あ
り
乍
ら
、
そ
の
活
用
原
理
の
大
き

な
違

い
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
ま
た
大
事

で
す
。
勿
論
、
中
世
に
は
中
国
か
ら
多

く
の
文
物

・
思
想
が
も
た
ら
さ
れ
ま
す
し
、
人
の
往
来
も
激
し

い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
中
国
道
教
が
中
世
の
日
本
に
如
何
よ

う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
、
そ
う
し
た

面
の
研
究
は
今
後

に
課
せ
ら
れ
た
課
題
で
あ
り
ま
す
。
鬼
字
の
活
用

・
変
化
も
そ

う
し
た
課
題
を
解
く
重
要
な
キ
イ
で
あ
ろ

う
と
考
え
ま
す
。
中
世

の
遺
跡

・
遺
物

か
ら
中
国
道
教
と
日
本
の
関
係
を
説
き
う
る
日
も
間
近

い
と
思

い
ま
す
。

き
に
至
ら
ず
と
い

っ
た

一
面
が
見
ら
れ
る
の
で
す
。
中
国

・
朝
鮮
半
島

・
日
本
の

道
教
を
受
容
し
、
展
開
し
て
い
る
姿
は
、
各
国
の
風
土
や
政
治
、
体
制
や
宗
教
と

深
く
関
係
し
合
い
複
雑
な
様
相
を
そ
れ
ぞ
れ
見
せ
て
い
ま
す
。
今
回
開
催
い
た
し

ま
し
た
よ
う
な
国
際
文
化
交
流
シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
を
幾
度
と
な
く
開
催
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
国
の
パ
タ
ー
ン
を
詳
細

に
比
較
検
討
し
て
い
く
、
そ
う
し
た
中
か
ら
道
教
受

容
の
様
相
が
明
確
な
姿
を
も

っ
て
現
れ
て
く
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
シ
ソ

ポ
ジ
ウ
ム
は
そ
の
足
掛
り
の
第

一
歩

で
あ
り
ま
す
。
爾
後
開
催

い
た
し
ま
す

シ
ソ

ポ
ジ
ウ
ム
に
も
ご
参
加
下
さ
り
、
学

の
進
展
と
国
際
化
を
目
の
当
り
に
し
て
頂
け

ま
し
た
ら
幸
い
と
存
じ
ま
す
。
長
時
間
、
ご
静
聴
下
さ
い
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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予
定
さ
れ

て
い
ま
す
三
十
分
、

こ
の
短

い
時
間
の
中
で
中
国

・
朝
鮮
半
島

・
日

本
を
結
び
、
中
国
で
成
立
し
て
い
ま
す
道
教

の
動
き
と
受
容
を
四

つ
の
慣
行
を
通

し
て
窺

っ
て
み
ま
し
た
。

日
本
の
場
合
、
産
育
に
係
る
蔵
胞
衣

・
産
図
に
よ
る
吉

方
方
位
、
借
地
文
な
ど
の
諸
慣
行
は
中
国
道
教
の
同
種
の
慣
行
を
忠
実
と
い
う
言

葉
に
近
い
形

で
受
容
し
、
長
く
歴
史
を
貫

い
て
慣
行
が
守
護
さ
れ
て
来
ま
し
た
。

一
方
、
死
者

の
葬
に
係
る
世
界
は
、
火
葬

を
仏
葬
と
し
て
採
用
し
、
僧
侶
が
深
く

関
与
し
た
経
緯
も
あ

っ
て
、
道
教
的
慣
行

と
見
る
べ
き
買
地
券
、
墓
誌
も
中
国
の

そ
れ
を
忠
実

に
受
容
す
る
こ
と
な
く
日
本
風
に
便
化
し
て
受
容
、
そ
の
存
続
も
長


